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１．背景および目的

タイ国メクロン川の支流であるランパチ川の流域では、 年間に急激な農地開発が進30

み、農地の劣化や荒廃が懸念されている。このような地区の土地利用実態を調査するとと

もに、衛星データを用いて土地利用の変化を解析した。特に、パイナップル畑の多い上流

域の畑作地帯を対象に、その分布状況や変遷について検討した。

２．地区の概要

メクロン川はタイ西部中央域を流れ、西の流域界はミャンマーに接する（ 。今回Fig.1）

対象としたランパチ川はメクロン川の南端に位置する支流であり、約 年前から開発が30

進み現在ではサトウキビ、キャッサバ、パイナップル、野菜などの畑作物と平野部の水稲

が栽培されている( )。メクロン川流域では急斜面まで畑開発が進行し、侵食されやすFig.2

い土壌であることから、土地の劣化が懸念されている。
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Fig.1 Location of Lam Phachi river basin
Fig.2 Crop calendarof test site



２．使用したデータと解析方法

４時期の衛星データと 地形図1/50,000

を用い、 に示す手順でランパチ川流Fig.3

域の上流域のパイナップル畑解析を対象

に解析した。また、現地の実態を知るた

めに、聞き取りや測量調査も併せて実施

した。この他に、流域に分布する調整池

を現地調査と衛星データから判読し、分

布を調べた。

３．結果および考察

４時期の衛星データから分類したパイ

ナップル畑を集計した結果を見ると、

年に比べて 年 年と増加傾向93,94 97 2000

であった（ ) 。この地域の作物統計Fig.4 ）

データからも同様な傾向がみられ、誤差

はあるものの広域の分布状況を把握でき

たと推察された。

地形図から作成した を用1/50,000 DEM

いて傾斜を計算し、分類したパイナップ

ル畑との関係を調べた（ 。 年と 年でパイナップルを連作している畑、パイFig.5 1994 2000）

ナップル畑に開発された畑は傾斜が急な圃場で多い傾向が見られる

ETM+また 衛星データと現地調査結果から調整池を判読した その結果 ランドサット、 。 、

データを用いれば殆どの調整池を判読可能であった。調整池の支配流域面積は全体の約

に達することがわかった。70 %

おわりに
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Fig. 2.5   The change of pineapple field area
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Fig.2.6.  Slope Steepness of pineapple fields
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Fig.4 Location of Lam Pachi river basin

Fig.3 Flow chart of landusechange analysis

Fig.5 Location of Lam Pachi river basin


